
証拠開示の制度化、検察官抗告の禁止―。
えん罪救済を阻む現行法を見直し、公正・迅速な救済を実現するため

再審法改正を､今すぐに。
(2026.02)

無実を訴えて40年、50年、そしてこれからも—。
再審法が改正されない限り

｢法との戦い｣だ。
私の人生は

大崎事件の原口アヤ子さん（1979年当時）

1979年10月、鹿児島県大崎町で男性（当時42歳）の
遺体が自宅横の牛小屋で見つかり、義姉の原口アヤ子さ
んと、原口さんの当時の夫ら親族3人が殺人や死体
遺棄容疑で逮捕された。
原口さんは捜査段階から一貫して無実を主張。
鹿児島地裁は1980年、親族3人の｢自白｣などを踏まえ

て懲役10年を言い渡し、1981年に確定した。
原口さんは1990年に出所し、95年に再審請求。
鹿児島地裁が再審開始を認めたが、福岡高裁宮崎支部

が取り消した。
3度目の再審請求で、鹿児島地裁は2017年6月に再び

再審開始を認め、福岡高裁宮崎支部も再審を認めたが、
最高裁は2019年6月に再審開始決定を取り消した。
2026年2月現在、第5次再審請求が係属中。
原口さんは98歳。

大崎事件（1979年-）

CASE



えん罪被害者救済の長期化は極めて深刻

再審の具体的な手続規定の明文化が必要

必要な法改正のポイントは次の２点

❶ 確定審で提出されなかった証拠の開示

 70年以上なされていない法改正
 欧米のみならず台湾でも進んでいる再審制度の改革

 大崎事件第2次再審

❷ 再審開始決定に対する検察官抗告の禁止
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 大崎事件では3度の開始決定全てに検察官が抗告
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再審手続の長期化、当事者の高齢化 （事件本人は98歳）
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えん罪被害者の早期救済のために 再審法の早期改正 を。

出所

1990年
7月

再審請求

1995年
4月

45年
有罪判決確定から 21年

213点の証拠が開示

2013年
7月

検察官が
即時抗告

検察官が
特別抗告

第2次
再審で
213点の
証拠開示

福岡高裁宮崎支部 証拠開示を勧告

再審手続の長期化、当事者の高齢化

開示ゼロ鹿児島地裁 証拠開示を勧告せず 再審
格差
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